
地元産業界とともに歩む
東洋大学産学協同教育センター

第
７
回
埼
玉
県
西
部
地
域
産
業
技
術
展
示
交
流
会
（
コ
ア
リ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
１
１
）

　
東
洋
大
学
産
学
協
同
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設

立
か
ら
お
よ
そ
２
年
が
経
過
す
る
。
同
セ
ン

タ
ー
は
、
東
洋
大
学
が
２
０
０
８
年
か
ら
経

済
産
業
省
の
委
託
で
始
め
た
中
核
人
材
育
成

事
業
の
成
果
を
引
き
継
ぐ
形
で
設
立
さ
れ

た
。
地
元
中
小
企
業
を
中
心
に
基
礎
技
術
講

座
な
ど
を
開
講
。
年
間
で
延
べ
２
０
０
人
を

越
え
る
受
講
者
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
地
域

に
お
け
る
産
学
連
携
活
動
の
中
核
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
今
年
は
東
洋
大
学
理
工
学
部

が

周
年
、
来
年
は
建
学
１
２
５
周
年
を
迎

え
る
と
い
う
節
目
の
年
。
吉
田
善
一
理
工
学

部
長

産
学
協
同
教
育
セ
ン
タ
ー
長

に
今

後
の
抱
負
な
ど
を
聞
い
た
。

吉
田
善
一
氏
東
洋
大
学
理
工
学
部
長
・
産
学
協
同
教
育
セ
ン
タ
ー
長

インタビュー

地域における産学連携活動の中核的役割へ

　
―
産
学
協
同
教
育
セ
ン
タ
ー
設
立
か

ら
２
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　
「
経
済
産
業
省
か
ら
委
託
を
受
け
た

中
核
人
材
育
成
事
業
の
終
了
に
伴
い
、

さ
ら
に
地
元
企
業
と
の
交
流
深
化
な
ど

に
よ
る
地
域
貢
献
の
拡
大
を
目
的
に
設

立
し
た
。
地
元
企
業
の
従
業
員
向
け
に

技
術
基
礎
講
座
な
ど
を
開
講
。
１
コ
ー

ス
２
日
間
で
、
受
講
料
は
２
万
円
。
現

在
の
延
べ
参
加
企
業
数
は

社
を
超
え

る
。
も
ち
ろ
ん
共
同
研
究
や
機
器
レ
ン

タ
ル
な
ど
の
窓
口
に
も
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
拡
大
な

ど
、
学
生
と
地
元
企
業
と
の
交
流
に
注

力
し
た
い
」
　

　
―
理
工
学
部
は
今
年

周
年
を
迎
え

ま
す
。

　
「
東
洋
大
学
の
目
指
す
教
育
方
針
は

国
際
化

、

哲
学

、

キ
ャ
リ
ア
育

成

の
３
つ
が
軸
。
建
学
の
祖
で
あ
る

井
上
円
了
先
生
は
、
東
洋
哲
学
と
西
洋

哲
学
の
融
合
を
訴
え
て
い
た
。
一
口
に

い
え
ば
東
洋
哲
学
は

良
心

を
基
軸

に
す
る
。
一
方
の
西
洋
は

正
義

が

基
軸
。
双
方
と
も
人
間
社
会
に
と
っ
て

重
要
な
理
念
。
私
た
ち
は
理
工
学
部
だ

か
ら
、
日
本
の
製
造
業
の
精
神
的
支
柱

と
な
る

モ
ノ
づ
く
り
哲
学

と
い
っ

た
も
の
を
教
え
る
責
務
が
重
大
。
そ
の

た
め
に
も
先
般
、
経
済
産
業
省
委
託
事

業

産
学
人
材
育
成
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
等
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
・
実
証
事
業

と
し
て
、
哲
学
に
照
ら
し
て
技
術
者
の

基
本
行
動
を
指
南
す
る
た
め
の

社
会

人
力
ノ
ー
ト
を
完
成
し
た
」

　
―
日
本
に
し
か
で
き
な
い
モ
ノ
づ
く

り
を
追
求
で
き
る
人
材
の
育
成
が
重
要

で
す
。

　
「
大
学
は
、
学
生
と
企
業
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
を
防
ぐ
の
も
重
要
な
役
割
。
ま
ず

学
生
は
自
分
の
適
正
を
良
く
知
る
必
要

が
あ
る
。
当
学
で
は
、
短
期
・
長
期
２

通
り
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

就
業
体

験

を
行
っ
て
い
る
。
せ
っ
か
く
就
職

し
て
も
３
年
以
内
に
辞
め
て
し
ま
う
学

生
が
い
る
の
は
残
念
。
企
業
と
学
生
の

交
流
機
会
を
で
き
る
だ
け
増
や
し
て
い

き
た
い
」

　
―
日
本
固
有
の
モ
ノ
づ
く
り
が
あ
り

ま
す
ね
。

　
「
日
本
人
の
モ
ノ
づ
く
り
精
神
は
西

洋
人
の
そ
れ
と
は
異
な
る
気
が
す
る
。

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
は
、
西
洋
の
そ
れ

よ
り
さ
ら
に
自
然
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
発
展
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
一

言
で
言
え
ば
装
置
に
対
し
て

天
が
作

ら
せ
て
く
れ
た

と
い
う
よ
う
な
、
畏

敬
の
念
を
我
々
日
本
人
は
心
の
奥
底
に

持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
機
械
は
自
然

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
言
え
る
。
抽
象
的
な

表
現
だ
が
、
自
然
と
の
す
り
あ
わ
せ
、

人
同
士
と
の
す
り
あ
わ
せ
が
自
然
に
図

れ
る
装
置
や
製
品
こ
そ
が

日
本
固
有

の
モ
ノ
づ
く
り

と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」

　
―
学
生
は
就
職
氷
河
期
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　
「
最
近
の
学
生
を
見
て
い
る
と
、
簡

単
に
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
と
い
っ
た
印

象
を
受
け
る
。
粘
り
強
さ
が
必
要
だ
。

豊
田
自
動
織
機
を
興
し
た
豊
田
佐
吉
さ

ん
は
大
工
さ
ん
だ
っ
た
。
西
洋
か
ら
き

た
自
動
織
機
を
く
た
び
れ
る
ほ
ど
何
度

も
眺
め
に
き
た
結
果
、
そ
れ
以
上
の
装

置
を
作
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し

た
先
達
の
魂
を
こ
の
先
、
し
ぼ
ま
せ
て

は
い
け
な
い
。
ま
た
、
東
洋
大
学
の
校

歌
の
冒
頭
に

亜
細
亜
の
魂
再
び
此
処

に

と
い
う
一
節
が
あ
る
よ
う
に
、
ア

ジ
ア
お
よ
び
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
が
急
務
。
ア
ジ
ア
地
域
と
の
人
材

交
流
も
含
め
て
、
日
本
は
東
洋
の
モ
ノ

づ
く
り
の
支
柱
で
有
り
続
け
る
べ
き
だ

と
強
く
信
ず
る
」

　
埼
玉
県
西
部
地
域
の
産
業
展
「
第
７
回
埼

玉
県
西
部
地
域
産
業
技
術
展
示
交
流
会

コ

ア
リ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
１
１

」
が
７
日
、
東

洋
大
学
理
工
学
部
で
開
催
さ
れ
る
。
地
元
を

中
心
に

の
企
業
や
団
体
が
展
示
す
る
。

時
―

時
に
は
、
東
洋
大
学
理
工
学
部
生
体

医
工
学
科
の
寺
田
信
幸
教
授
が
ホ
ー
ム
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
共
生
ロ
ボ
ッ

ト
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
う
。
川

越
、
所
沢
、
飯
能
、
狭
山
の
４
商
工
会
議
所

お
よ
び
入
間
市
商
工
会
の
共
同
主
催
。
開
催

時
間
は

時
―

時
ま
で
。
入
場
無
料
。
１

０
０
０
人
以
上
の
来
場
者
を
見
込
む
。
会
場

と
な
る
東
洋
大
学
理
工
学
部
は
今
年
創
設

周
年
。
地
元
企
業
と
の
産
学
連
携
強
化
を
図

る
産
学
協
同
教
育
セ
ン
タ
ー
は
設
立
か
ら
丸

２
年
が
経
ち
、
さ
ら
な
る
展
開
が
期
待
さ
れ

る
。

きょう開催地
元
有
力
企
業
お
よ
び
出
展
社
の
紹
介

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
の
専
門
メ
ー
カ
ー
新
電
元
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

ス
ピ
ー
ド
対
応
の
試
作
加
工
高
砂
精
密

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
接
合
不
良
の
非
接
触
自
動
検
査
機
常
陽
機
械

カ
ム
、
非
円
形
歯
車
加
工
に
強
み
イ
シ
ダ
技
研

　
イ
シ
ダ
技
研
は
、
カ
ム
、
非

円
形
歯
車
お
よ
び
そ
れ
ら
の
ユ

ニ
ッ
ト
品
の
製
作
に
強
み
を
持

つ
。
ま
た
、
自
動
機
械
な
ど
の

装
置
開
発
が
可
能
。
機
構
設
計

の
段
階
か
ら
製
作
ま
で
一
貫
し

て
手
が
け
る
。

　
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
・
検
討

・
改
善
に
よ
り
、
顧
客
の
機
械

に
適
し
た
装
置
や
歯
車
・
カ
ム

等
を
き
め
細
か
く
提
案
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
開
発
の
Ｃ
Ａ
Ｍ
ソ
フ
ト

・
Ｇ
Ｅ
Ａ
Ｒ
ソ
フ
ト
を
駆
使

し
、
新
鋭
工
作
機
械
を
用
い
て

製
作
す
る
。

　
少
数
精
鋭
な
が
ら
も
、
ベ
テ

ラ
ン
技
術
者
の
豊
富
な
ノ
ウ
ハ

ウ
が
生
き
て
い
る
。

　

　

ア
ル
ミ
製
五
重
の
塔
サ
ン

プ
ル

　
高
砂
精
密
は
、
自
動
車
や
電

気
、
光
学
分
野
を
中
心
に
、
航

空
や
医
療
向
け
に
至
る
ま
で

「
分
野
を
問
わ
な
い
」
部
品
加

工
メ
ー
カ
ー
だ
。
試
作
品
の
受

注
が
主
。
顧
客
メ
ー
カ
ー
か
ら

「
他
の
工
場
と
比
べ
て
も
断
ト

ツ
の
速
さ
と
評
価
さ
れ
て
い

る
」
と
胸
を
張
る
。
ほ
と
ん
ど

の
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
に
対

応
し
、
金
型
か
ら
加
工
、
組
み

立
て
ま
で
一
貫
生
産
す
る
。

　
創
業

年
。

人
の
従
業
員

は
加
工
の
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
。

川
越
市
内
に
あ
る
２
工
場

に
は
同
時
５
軸
Ｍ
Ｃ
１

台
、
５
軸
Ｍ
Ｃ
２
台
、
フ

ァ
ナ
ッ
ク
の
ロ
ボ
ド
リ
ル

台

を
始
め
、
自
動
旋
盤
、
放
電
加

工
機
、
フ
ラ
イ
ス
盤
お
よ
び
各

種
検
査
装
置
な
ど
を
備
え
、
多

様
な
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

る
。

　
新
電
元
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
、
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
の
専

門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
そ
の
名
を

知
ら
れ
る
。
展
示
会
で
は
ロ
ー

タ
リ
ソ
レ
ノ
イ
ド
、
プ
ッ
シ
ュ

プ
ル
ソ
レ
ノ
イ
ド
な
ど
多
品
種

の
汎
用
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
を

は
じ
め
、
油
圧
機
器
向
け
比
例

ソ
レ
ノ
イ
ド
や
ソ
レ
ノ
イ
ド
バ

ル
ブ
を
紹
介
す
る
。

　
同
社
の
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー

は
一
般
産
業
機
械
か
ら
自
動

車
、建
設
機
械
、特
殊
車
両
な
ど

の
油
圧
機
器
ま
で
、
高
信
頼
性

を
要
求
さ
れ
る
幅
広
い
用
途
分

野
で
使
わ
れ
る
。
長
年
積
み
重

ね
た
独
創
技
術
を
生
か
し
「
用

途
に
あ
っ
た
最
適
な
ア
ク
チ
ュ

エ
ー
タ
ー
の
開
発

を
手
が
け

る
。

　
常
陽
機
械
は
、
パ
ワ
ー
半
導

体
な
ど
に
お
け
る
ア
ル
ミ
ワ
イ

ヤ
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
接
合
不
良
を

判
定
す
る
「
非
接
触
マ
イ
ク
ロ

接
合
評
価
装
置
」
を
展
示
す

る
。
接
合
面
を
レ
ー
ザ
ー
加
熱

し
、温
度
変
化
で
不
良
を
判
定
。

一
接
合
部
に
要
す
る
検
査
時
間

が
数
十

秒
で
、
ワ
イ
ヤ
ボ
ン

デ
ィ
ン
グ
工
程
と
同
期
を
と
っ

て
の
イ
ン
ラ
イ
ン
検
査
化
が
可

能
。
従
来
は
抜
き
取
り
検
査
に

頼
っ
て
い
た
ア
ル
ミ
ワ
イ
ヤ
ボ

ン
デ
ィ
ン
グ
接
合
不
良
検
査
の

全
量
検
査
に
道
を
開
い
た
。

　
ワ
イ
ヤ
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
接
合

部
検
査
の
前
に
、
外
観
検
査
を

自
動
で
行
う
。
つ
ぶ
れ
な
ど
形

状
不
良
品
を
は
じ
き
な
が
ら
連

続
動
作
で
、
ワ
イ
ヤ
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
接
合
部
の
数
や
位
置
を
認

識
後
、
全
接
合
部
を
自
動
検
査

す
る
仕
組
み
。

次
ペ
ー
ジ
下
段
に
続
く

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ３月７日 月曜日 　　


